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研究成果の概要： 
聴覚障害児者の様々な領域での活躍には、聴覚音声情報の制限を視覚情報で収集する技能の
向上が重要であり、書記リテラシー(読書き能力)の形成が欠かせない。本研究では、近年の各
種先進医療･技術開発による書記リテラシーの改善と達成度･課題について実態を明らかにした。 
さらに、IT 化による書記リテラシー評価・支援システムを開発し、臨床手法としての有用性
を実証して、生涯発達の視点での包括的支援に関する知見を得た。 
 
交付額 
                               (金額単位：円) 
 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 7,800,000 0 7,800,000 
２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 
２００８年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
年度  
  年度  
総 計 11,700,000 1,170,000 12,870,000 
 
 
研究分野  ：聴覚障害学 
科研費の分科：人間医工学   細目：リハビリテーション科学･福祉工学 
キーワード ：聴覚障害児、書記リテラシー、プレリテラシー、人工内耳、聴覚活用、 
       コミュニケーション法、読書行動、評価法 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、先天性聴覚障害児の高等教育への進学や
多様な職業領域での活躍が報告されている。一方
で幼児期に高度聴覚障害を有した小児では、聴覚
情報の不足によって言語･認知・情緒社会など発達
全般に影響を認め、青年期･成人期には書記リテラ
シ (ー読み書き能力)に障害が残る例も少なくない。  
最近では新生児聴覚スクリーニング検査の普及
による早期診断や、各種先進医療・技術開発(人工
内耳、デジタル補聴器、聴覚支援機器) 、コミュ
ニケーションモードの多様化(聴覚口話法、手話法)
が進んだことから、現在の書記リテラシー達成レ
ベルと残された課題についての検討、および評価
指導法の開発が要請されている。 
そこで本研究では、実態を調査し、ついで IT化
による支援プログラムを開発し、包括的指導の指
針に関する知見を得た。  
欧米や本邦の調査では、聾学校高等部卒業時に
聴覚障害児の読み書き能力が小学校 3～4 年生相
当の段階にとどまり(米国；Gallodet Univ。 1998、
英国;Conrad et al 1997、日本; 川口、1980)、書記リ
テラシーの障害は、職業選択や貧困問題などの深
刻な課題と認識されている(Phil Landis 2002 )。 
 
２．研究の目的 
本研究では、(1)難聴診断およびリハビリテーシ
ョン終了後の聴覚障害児症例を広域拠点で追跡し
て書記言語能力に関して実態調査を行い、感覚補
償機器(補聴器･人工内耳装用)、およびコミュニケ
ーションモード選択(聴覚口話法・手話法)が書記リ
テラシィーに及ぼす影響と課題について解析した
(研究１)。ついで、(２)書記言語リテラシーについ
て、言語心理学的観点で構造的に障害状況を解析
する評価法を開発した。実施および解析過程のパ
ソコンプログラム化をすることによって所要時間
を短縮し、臨床場面での使用を可能にした(研究２)。
さらに、(３)聴覚障害児の書記リテラシーに関する
自立的な学習として読書行動およびメタ読書概念
の形成過程について全国調査を行い、包括的指導
の指針を示した(研究３)。 
 
３．研究の方法 
(1) 聴覚障害児の書記リテラシー形成に関する実
態調査研究 (研究１) 
① 補聴器装用と書記リテラシ  ー (研究1-1) 
a) 補聴器装用者の長期追跡的研究 
神奈川県所在の大学医学部附属病院において、
1974～1985 年の 10 年間に同施設を受診し難聴と
診断し、補聴器適合･聴覚ハビリテーションを実施
し、20歳以上の成人期にあり純音聴力検査資料が
得られた 117 症例を対象とした。自記式質問紙法
による書記リテラシー、コミュニケーション、障
害認識、社会適応状況調査、および言語性知能検
査と総合的に実態を調査した。 
b) 聴覚障害者読解の認知メカニズム 
上記症例のうち青年期まで経過を観察した 16
例(平均聴力レベル 70dB 以上、21～46 歳、男 6、
女10)に対し、教研式読書力検査(中学用)を実施し
た。併せて漢字単語の読みと意味特性(心像性・親
密性)の分析から、聴覚障害者による音韻処理能の
低下を代償した固有の単語処理過程が存在するか
について検討した。すなわち、1)SCTAW抽象語理
解力検査、2)SALA失語症検査のうち、漢字単語・
非語の音読(CFL120;仮名ふり)、類義語意味性判断
(Fi100)、語彙性判断、同音異義語読解を実施した。
3)基礎的能力評価としてWAIS-R 積み木模様(動作
性課題)と類似(言語性課題)項目を実施した。 
なお聴覚障害成人 16 名の漢字単語の音読検査
(CFL120)については、首都圏に在住する聴力正常
中学生28例を対照群として検討した。 
② 人工内耳と書記リテラシ  ー (研究1-2) 
a) 人工内耳埋込み術後例の長期的追跡研究 
関西地域の大学病院において、1993 年より 15
年間に耳鼻咽喉科外来を受診し、難聴診断･人工内
耳埋め込み手術･聴覚ハビリテーションを受けた
小児で、1年以上経過を観察しえた100例に対し、
術前、術後 3 ヶ月、6 ヶ月、12 ヶ月、1 年ごとに
聴 取 能 の 評 価 (Listening Progress Test; LiP, 
Infant-Toddler Meaningful Auditory Integration Scale; 
IT-MAIS)と語音聴取検査(CI-2004、2語文、3語文、
日常生活文、単語検査)を実施した。また、就学前
年と就学後1年にITPA言語能力診断検査、読書力
診断検査を行なった。併せて京大式知能検査(新版
K式)により基礎的能力について検討し、後方視的
に書記リテラシー形成に関連する要因を解析した。 
b) 学童期の書記リテラシーの横断的検討 
人工内耳術後に就学前 1 年から小学 6 年ののべ
182 例に対して、標準読書力診断検査を実施し、
横断的に書記リテラシー達成度、および指導課題
に関して調査を行い、その特性について解析した。 
③ コミュニケーションモードと書記リテラシ  ー
(研究1-3) 
a) 書記リテラシー発達の長期的追跡検討 
北関東地区の大学附属言語センターにおいて、
幼児期の難聴の診断後に、小学 1 年から 6 年まで
聴覚管理・発達支援および経過を観察した中等度
～重度難聴児11例の学童を対象とした。教研式全
国標準読書力診断検査を年1 回(５回以上)実施し、
書記リテラシー発達の経緯について解析した。対
象児の使用するコミュニケーションモードは聴覚
口話法８例、手指併用法3例であった。 
b) 書記リテラシーと関連要因の検討 
聾学校に在籍し主に手指法によるコミュニケー
ションモードを用いている高度難聴学童 35 例と、
通常校に在籍し聴覚口話法を用いる中～高度難聴
児 11 名を対象とした。小学 1～6 学年の標準的生
活短文(受験研究社刊行)を用いて、書記リテラシー
の達成度について解析した。併せて言語能力
(WISC－Ⅲ、単語・理解項目)、構文力(失語症構文
検査、助詞項目)、作動記憶(Reading Span Test; RST)
評価を実施し、書記リテラシーに関連する要因に
ついて解析した。 
c) 短文読解力の発達と構文力との関連性の経
時的検討 
同上地域において中～高度聴覚障害を有する小
学 1～6 年生で、3 回(年 1 回)以上経過を追跡しえ
た13例(手指併用法5名、聴覚口話法8名)を対象
として、教研式全国標準読書力診断検査における
短文読解能力(読解･鑑賞力項目)、および、構文力
評価(失語症構文検査；下位分類は語の意味、語順、
助詞補文なし、助詞補文有、関係節の5種)を実施
し、読解能力の基礎としての構文的側面の関与に
ついて解析した。 
構文検査については、音声読話または指文字を
用いて検査文を提示し、1/4選択の絵図版で回答を
求めた。 
(2) 書記リテラシーに関する評価 PC ソフトプロ
グラムの開発と有用性検討研究 (研究2) 
① 書記リテラシー表記能力の評価法の開発 
聴覚障害児に対して、連続絵図版(5コマ)を提示
して書かせた作文サンプルをデジタルデータに変
換し、パソコンソフト(テキストマイニング；トル
ーリーテーラー、野村総研)を用いて①形態素分析、
②単語出現頻度、③主題分析(多変量解析)の視点か
ら計量学的評価と構文意味関連性を解析する手法
について検討した。併せて、検査者の印象評価に
より論旨展開分析、因果性連結分析について総合
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的に段階評価を行い、テキストマイニング評価と
の関連性について検討した。 
聴覚障害児学童小学1年から6年92例を対象に、
テキスト書記表記(連続絵課題作文)サンプルのべ
341 件(2~6 サンプル＠1 例)を収集して横断的に解
析した。PCソフトによる計量学的評価と構文意味
関連性評価、および主観評価による論旨展開分析、
因果性連結評価の両側面から、聴覚障害児の書記
リテラシーと学童期の発達変容について記述し、
本評価PCプログラムの有効性について検討した。 
② プレリテラシ (ーpre-literacy)としての因果推論
の使用に関する発達的評価法の開発 
書記リテラシー技能に先行して、因果推論を用
いてテキストを構成する幼児期の能力について、
パソコンプログラムによる評価･解析法を開発し
た。併せて、聴覚障害児学童21 名(２年～３年生)
と幼稚園児60名(３～６歳)について基礎資料を得
て臨床的有効性について実証した。 
評価内容は、自然の特性、事象の変化、事物の
特性の3課題10問に関わる因果性推論とした。絵
図版を画面に提示しながら、命題文(例；雨が降っ
ています)と質問文(例：どうして雨は降ると思いま
すか？)を文字(幼児は口頭)にて提示する。回答法
には自由想起法と回答選択枝法の 2 種を設定した。 
PCプログラム化により、幼児の課題への興味を
保ち、検査後直ちに回答の解析・グラフによる出
力を可能にして臨床場面での使用を容易にした。
検者がタイプ入力した自由想起発話のテキストデ
ータについては、形態素分析出力を可能にした。 
 (3) 書記リテラシーの基盤としての読書行動と
メタ読書概念形成に関する研究 (研究3) 
 全国聴覚特別支援学校12校における小学部3年
生～中学部 1 年の 4 学年を対象とし、通常小学校
1校の3学年～6学年の結果と比較した。調査票は
読書行動の形成、および、読書に関するメタ概念
の形成について質問した。書記リテラシーの主体
的学習行動の基盤となる読書行動(読書量、頻度、
嗜好性、価値観、家族の読書習慣、)および、本人
が読書に対して抱くメタ概念調査(33 項目)につい
て 5 肢選択にて回答を求め聴覚障害児の特性と発
達変容について解析した。 
さらに、聴覚障害児については教研式新読書力
検査を実施し、読書偏差の向上と読書のメタ概念
の形成との関連性について解析し、有用な教育的
指導の観点について検討した 
 
４．研究成果 
(1) 聴覚障害児の書記リテラシー形成に関する実
態調査研究 (研究１) 
① 補聴器装用と書記リテラシ  ー (研究1-1) 
a) 補聴器装用者の長期追跡的研究 
幼児期早期より補聴器を装用し成人に達した中
等度～高度聴覚障害者117例中38例(32。5%)より
協力を得た。30例は高等教育に進学した。約70％
の症例の言語性知能は標準範囲にあるものの、個
人内能力差(動作性知能に比した言語性知能の乖
離)を有する例は60％と多数であった。書記リテラ
シーは 62%の症例が高校1 年以上と相当で、中学
1 年に達しない例は 10%とわずかと良好な結果で
あった。読書力検査については、とくに重度症例
の半数で低下を示した。 
中等度～重度の聴力程度の要因により障害認識
と適応課題に相違があることが示された。 
b) 聴覚障害者読解の認知メカニズム 
対象者の読書力偏差値は平均 52±7。5(レンジ
36～62)と標準レベルにある聴覚障害者 16 名を対
象として、漢字音読の際の音韻処理経路について
認知神経学的観点から分析を試みた。その結果、
漢字単語の音読検査(CFL120・OR34)では、聴者よ
り正答率が低く、低頻度･低心像語でとくに成績が
低下し、本症例の書記言語における認知メカニズ
ムの特性と考えられた。これらの音韻処理法は、
書記言語遅滞傾向を呈す中学生と共通しており、
聴覚障害症例との差異について今後の検討が必要
とされた。  
読書力成績は個人属性(学歴、教育歴、言語性知
能)と相関が高く、読書力下位項目では、読字力項
目に対し、読速度、読解力、語彙力は低下した。
抽象語理解力検査は聴者の平均-2SDの範囲と、良
好であり、対象者の教育歴・言語性知能要因との
関与が大きい事が示された。 
② 人工内耳と書記リテラシ  ー (研究1-2) 
a) 人工内耳埋込み術後例の長期的追跡研究 
人工内耳埋め込み術後の経過を観察すると、対
象児の聴取能力が平均60％に到達するために必要
な期間として、Lipでは術後３ヶ月、IT-MAISでは
6ヶ月、MUSSでは12ヶ月であった。 
対象児の読書力検査については、８～９歳まで
人工内耳装用児の平均は標準値と一致しており、
良好な結果を示した。しかし、9 歳以降では標準
値との乖離は増大し、小学 6 年まで高原状態を呈
し、人工内耳装用児においてもいわゆる 9 歳の壁
の存在を認めた。 
知的発達(動作性知能)境界線にある人工内耳装
用学童では小学 1 年から 2 年にかけて読書偏差値
が顕著に低下し、学童早期からの支援の必要性が
指摘された。 
b) 学童期の書記リテラシーの横断的検討 
人工内耳を装用する聴覚障害児の 6～7 歳児期
の読書力成績は、正常聴力児と比べて良好であっ
たが、８～９歳になると低下し、それ以降では差
が拡大した。8～9歳以降では、読字項目は良好で
あるが、語彙、節、読解、速読の下位項目では低
下があり、書記リテラシ～の課題は、補聴器装用
高度聴覚障害児と同様の傾向を呈することを明ら
かにした。 
③ コミュニケーションモードと書記リテラシ  ー
(研究1-3) 
a) 書記リテラシー発達の長期的追跡検討 
補聴器装用する聴覚口話法使用児 8 例について
小学校 6 年間追跡すると、全例が年少時より学年
相応の読書力を示し、小学 6 年まで継続した。一
方、手指法使用児 3 例では、1 年間に相応の向上
が見られるものの、3 例とも読書学年は小学 4 年
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レベルで標準より低下傾向を認めた。 
b) 書記リテラシーと関連要因の検討 
補聴器を装用する聴覚障害児の読解力について
は、小学3年までは年齢相応の向上があるが4～6
年では伸び悩む例があり、高学年ほど個人差が増
大した。読解力の成績に関連する要因としては、
言語力、構文力、作動記憶の何れも有意な相関を
示し、書記言語の基礎となる能力育成の重要性が
示唆された。 
コミュニケーションモードによる影響について
は、聴力程度要因･サンプル数などの統制の課題が
関与することから結論は慎重を要するといえる。 
c) 短文読解力の発達と構文力との関連性の経
時的検討 
聴覚障害児13例の構文理解力について、経時的
に追跡すると、語の意味、語順については小学 1
～3 年生の段階で全例が獲得段階にあった。それ
以上の助詞・可逆文、受動･能動、関係節文の領域
では、達成度に個人差が大きかった。 
聴覚障害児の構文力については、読解力と高い
相関が示された。発達経過で、読解力が小学中学
年以降と遅れて一定水準になる例では、小学低学
年から構文の遅滞を認め、それ以前の基礎的言語
構文学習の重要性が示唆された。 
読解力成績と聴力・語音聴取力との相関は低く、
読解力の向上に聴覚情報が決定要因とはいえない
ことが示された。これらの結果について、聴覚口
話法例と手指法例では類似した傾向を認めたが、
対象数が少ないことから結論は慎重を要する。 
(2) 書記リテラシーに関する評価 PC ソフトプロ
グラムの開発と有用性検討研究 (研究2) 
① 書記リテラシー表記能力の評価法の開発  
聴覚障害児の作文における物語産生力について、
テキストマイニング手法を用いて発達傾向を解析
した。その結果、基礎的な叙述力の発達について、
計量分析、主題関係、係り受け関係、動詞形態素
の意味分析の側面で PC 解析が可能であることが
明らかになり、臨床評価時の手法としての有用性
が示された。本評価に併せて、物語の内容評価や
論述構造化評価、修辞学的評価等と組合せた包括
的評価の有用性が示唆された。 
すなわち、聴覚障害児の作文サンプルについて、
データマイニング手法により発達経過を検討する
と計量分析では小学１年(6．8文)に比べ、6年生(13．
4文)と順次、文章数が増大する傾向を認めた。 
係り受け関係は 1 年から 2 年次にかけて増加し、
形容詞と動詞の係り受け関係性について、小学 1
年に比べ4年で増加した。主題分析では1～3年に
は場面叙述的な主題で、4～5年より徐々に心理情
感領域の関係性に移行した。動詞形態素の意味分
析では、主部と動詞形態素の組合せは4533件であ
りそのうち「理由」(585件)が最も多く、1 年と比
べ4年に使用が増加した。「理由」の係り受け関係
で用いる主な語幹の動詞については 1～2 年で行
為、3～4 年で軽重･登場、5～6 年で心理描写と変
化した。動詞形態素の意味分析による「理由」に
おける語幹動詞語の分析結果は、以下の作文構成
の包括的評価を支持するものであった。 
すなわち、作文構成の包括的評価では、1 年次
に登場動物列挙による羅列的論述期、2 年次に 
遊具のシーソーと重さ関係による関係的論述移行
期、3 ～4 年次に情景･場面叙述、 登場動物の表
情・心理、会話使用(双方向)、 適切な接続詞使用
による相互関係的論述期、5～6年次に終結の叙述
(情景・感想･展開)による物語文法形成期に分類す
る事ができた。各事例では、本系列性に沿った発
達的変容を観察でき、事例によっては数年の発達
的遅れを呈して同様の変容を示した。 
 テキストマイニング PC 解析手法による、作文
の統語レベルの分析は、包括評価結果を支持する
ものであった。テキストを構成する要素の分析か
ら、書記言語の発達の質的側面を予測する資料を
示すことができ、臨床評価法としては両者を併用
した総合的評価が有用と考えられた。 
絵図版による叙述課題は、幼児や学童期の対象
児の物語産生力(登場動物の関係性・登場者意図情
報、因果性、論述力)について解析ができた。 
② プレリテラシ (ーpre-literacy)としての因果推論
の使用に関する発達的評価法の開発 
書記リテラシー形成に先行する主要なプレリテ
ラシーとして小児における因果性推論の使用能力
に関する PC 評価法プログラムを開発した。幼稚
園3歳児と比べ、4歳児で因果推論が活発となり、
5 歳児にいずれの課題でも推論が容易になること
が明らかとなった。また、評価課題として事象変
化、事物特性、自然変化の順で難易度が増した。 
さらに、課題の難易度についての発達的系列性
は、聴覚障害学童2、3年生にも同様に認められた。
相違点として因果推論の構成要素である「知識領
域」に誤用が少なく、「概念水準」に多いという傾
向に特徴があった。とくに、事物の特性･自然の変
化課題でそれが顕著であった。因果推論課題の正
答率は、読書力検査結果と相関が高く、書記リテ
ラシーの基礎的な能力として重要と考えられた。 
以上、因果推論は幼児期のテキスト構成に重要
な位置をしめる思考過程であり、因果推論の使用
評価は書記リテラシーの基盤としての能力評価と
して、発達臨床における有用性が認められた。 
 (3) 書記リテラシーの基盤としての読書行動と
メタ読書概念形成に関する研究 (研究3) 
 聴覚障害児調査では全国聾学校12校小学3年～
中学1年(計124名)、通常小学校１校(計115名)よ
り回答を得た。読書行動について聴覚障害児と聴
児の半数では、月に 6 冊以上(59。6%、43。8 %)
読み、無読率(0 冊)はわずか(6。4%、8。0%)であ
った。聴児ではむしろ高学年で読書冊数が減じる
傾向があり、聴覚障害児では変化は少なかった。
いずれも頻度として時々・いつも読むと日常的読
書習慣が形成されている児、および本に高い好感
を示す児が70％以上と近年の全国レベルでの読書
指導の成果が示された。しかし、読書量・頻度･
嗜好性について、5 年生で中学年より一度低下す
る傾向があり、同時期の読書指導のあり方に注意
を要するといえる。 
 4 
読書量は読書嗜好性要因と相関が高く、家族の
読書習慣と児の読書行動形成要因に高い相関を認
めた。さらに、聴覚障害児の読書偏差値について
は、読書頻度の要因が関与し、書記リテラシーの
基盤として、日常的な読書量を支える読書行動の
形成の重要性を指摘できる。   
読書についてのメタ概念については小学中学年
では、娯楽的(楽しみ・快適・想像的)、代償的(リ
ラックス・回避的)、内的動因(克服･倫理・自尊感
情)、実益的(実利･目標・学習向上)の各領域に積極
的な概念が形成されていた。一方、高学年では、
学習向上やリラックスなどの実際的な読書の効用
に関する概念への注目が残り、内的動因領域･娯楽
領域における読書の概念化が低下する傾向を認め、
読書行動の維持には課題となった。 
読書偏差値の高い聴覚障害児童では学習向上、
自尊感情･賞賛にかかわるメタ概念の形成が高く、
学童期には外的賞賛などによる読書環境要因の整
備の必要性を指摘できる。 
以上、本研究より個々の児童の読解能力･言語能
力に応じた読本と読書環境を用意し、バランスの
取れたメタ概念の形成を支援する生涯発達的観点
での読書行動の指導が書記リテラシー形成の基盤
として有用であると結論つけた。 
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